
愛知県特別支援教育推進計画の推進方策の目標及び進捗状況 
 

【幼稚園・保育所、小中学校、高等学校】 

１ 幼稚園、小中学校、高等学校における特別な支援を必要とする幼児児童生徒についての個別

の教育支援計画（①）及び個別の指導計画（②）の作成率 

 ⑴ 重点的に取り組む５年間の目標・・・１００％（３０年度） 

 ⑵ 平成２７年度の作成率（％）＜愛知県調査：名古屋市を除く＞ 

 ①個別の教育支援計画の作成率（％） ②個別の指導計画の作成率（％） 

小学校 中学校 小中計 小学校 中学校 小中計 

通常の学級 ５２．６ ４６．８ ５１．４ ６０．６ ５２．６ ５８．９ 

特別支援学級 ９９．３ ９９．４ ９９．４ ９９．９ ９９．８ ９９．９ 

全体 ６５．７ ６７．０ ６６．０ ７１．６ ７０．７ ７１．４ 

※分母を作成する必要のある児童生徒数とし、「作成している」児童生徒数を分子として割合を算出 

＜参考：文部科学省調査：名古屋市を除く＞ 

 
幼稚園 

小学校 中学校 
高等学校 

特別支援学級 通常の学級 特別支援学級 通常の学級 

① ９４．６ ９９．１ ８０．１ ９８．７ ７３．０ ５８．３ 

② ９６．６ ９９．４ ７８．３ ９８．７ ７０．１ ７７．９ 

※分母を作成する必要のある該当者がいる学校(園)数とし、「作成している」と回答した学校(園)数を分子として割合を算出 

 

２ 中学校に在籍する特別な支援を必要とする生徒に関する支援情報の高等学校等への引継ぎ率 

 ⑴ 重点的に取り組む５年間の目標・・・前年度に比べて増加する。 

 ⑵ 平成２５・２６年３月の引継ぎ率（％）＜愛知県調査：名古屋市を除く＞ 

   
公立高校 私立高校 

教育訓練

機関等 

特別支

援学校 
就職 その他 合計 

平成 25 年３月 １７％ ８７％ ０％ １３％ ４４％ 

平成 26 年３月 ２１％ ９０％ ９％ １３％ ５１％ 

 

３ 特別支援教育に関する研修会への参加率 

 ⑴ 重点的に取り組む５年間の目標・・・１００％（３０年度） 

 ⑵ 平成２７年度の参加率（％）＜文部科学省調査：名古屋市を除く＞ 

幼稚園 小学校 中学校 高等学校 

９１．６ ８１．５ ７１．１ ７９．０ 

  

４ 特別支援学校教諭免許状の保有率 

⑴ 重点的に取り組む５年間の目標・・・全国平均を上回る 

⑵ 平成２７年度の保有率・ 特別支援学級担当教員  ２２．５％ ［２７年度全国平均３０．７％］ 

 

５ 小中学校及び高等学校と特別支援学校との教員の人事交流 

 ⑴ 重点的に取り組む５年間の目標・・・毎年継続する 

⑵ 平成２７年度の交流状況 

 ・ 小中学校と特別支援学校 ２０人（小→特１５人、特→小 ５人） 

  ・ 高等学校と特別支援学校  ５人（高→特 ３人、特→高 ２人） 

 

Ｈ２８．２．１９ 

教 育 委 員 会 

特別支援教育課 



【特別支援学校】 

１ 重複障害学級の増設（平成２７年度から） 

⑴ 聾学校高等部に、重複障害学級を新設 

⑵ 盲学校、聾学校及び肢体不自由特別支援学校において、中学部３年時に重複障害学級に在

籍した生徒全員が、高等部でも重複障害学級に在籍できるよう学級数を増加 

◆重複障害学級の増設数（平成２７年度） 

肢体不自由校 聾学校 盲学校 計 

１０学級 ３学級 １学級 １４学級 

 

２ 専門性の向上 

⑴ 特別支援学校機能強化モデル事業（平成２６年度から盲学校２校） 

⑵ 特別支援学校教諭免許状取得率の向上 

ア 公立学校教員採用選考試験において、特別支援学校教諭免許状の取得者を対象とした 

「特別支援教育に関する特別選考」を実施（平成２７年度採用から） 

イ 特別支援学校教員の特別支援学校教諭免許状の保有率 

６１．８％ ［全国平均７２．５％］（平成２６年度） 

 

３ 知的障害特別支援学校の過大化による教室不足の解消 

⑴ 県立特別支援学校の新設 

ア いなざわ特別支援学校の開校（平成２６年４月） 

イ 知多地区新設特別支援学校の整備（平成３０年度開校予定） 

ウ 尾張北東地区新設特別支援学校の整備（平成３１年度開校予定） 

⑵ 市立特別支援学校への支援 

ア 豊橋市立くすのき特別支援学校（平成２７年４月開校） 

イ 名古屋市立南養護学校分校（平成２７年４月開校） 

 

４ 長時間通学の解消 

⑴ 豊橋特別支援学校山嶺教室の開設（平成２６年４月） 

   在籍生徒４名（２年生３名、１年生１名 平成２７年度） 

⑵ スクールバスの増車 

ア 知的障害特別支援学校（平成２７年度） 

安城２台、みあい・春日台・三好に各１台を増車 

イ 肢体不自由特別支援学校（平成２７年度） 

豊橋・一宮・小牧に各１台を増車 

 

【就労支援】  

１ 一般就労に向けた関係機関との連携 

⑴ キャリア教育・就労支援推進委員会の設置（平成２６年度から） 

⑵ 就労アドバイザーの配置（拠点校２校に各１名 平成２７年度から） 

 

２ 知的障害特別支援学校の就労支援の充実強化 

⑴ いなざわ・豊川における「職業コース」設置に向けた研究（平成２６～２７年度） 

⑵ 職業教育充実強化事業（平成２７年度から） 

ア 知的障害特別支援学校高等部における「職業コース」設置の検討 

イ 高等特別支援学校、校舎における職業教育の充実強化 

資料５ 


